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美しい輝を放つ水の小惑星ラティスには、遥か昔より炎の予言が語り継がれていた。それが 
真実であろうとずっと未来の出来事だろうと、誰もが経く考え t： いたようだった。しかし、今、その 
日がやって来たのである。強大な勢力で侵略を続ける 亜 時空星団、バクテリアンの精銳戦隊サラマン 
ダ軍の侵攻が、この星を滅ぼそうとしでいるのだった,サラマンダ軍の究極生命システVイザー『ゼ 
ロスフォース j に吸収され惑星生命体と化してしまったラティスには、もはや戦關能力はない。時空 
間戦關機にラティスの王子であるロードプリティシュが乘り込み迎繫を開始したが敵の攻擊は想像を 
越えていた。かろうじてゼロスフォースを脱出した王子は、ゼロス軍を打ち破ったという惑星グラデ 
ィヴスに救助信号を送った。連絡を受けたグラディウスの勇者は超時空戦關機を発進させたのだ。 

二機のマシンは、すべてをコントロールしているサラマンダの母星へと逆襲を開始したのである。 










